
鯨i献”を圏追iつllて

一電　気琵　の　発　射一

　はじめは電源のX｛ヅチを入れることと．太田看と

一緒に電圧電流の刻々の変化を記粥ることを担当し

たので写ecを撮る機会がなかつた・3頭目のとき‘二溌

翻エ・ジ・係をしていた松井＃・：・1・チをかbつ一

てもらい．筆者はブリッジの屋根の上にあがつて発射

前後のXX況をnv多する：Lができた・風もないが大き

なうねりでローリングのはげしい屋根の上をt砲と鯨

とが前楕の陰にならないように．鯨を追つてしきbに

変b6舵の方向に応じてあつちこつAE動き廻つた・

しかしいよいよ発砲の瞬閥には鯨絡前橋の左にわずか

にその一部が見iる位置であつた。砲煙の”‘：方に飛ん

で行くロープの一都がかすかに見える。9月13日7時

5扮魏命中．　4　n・’・・M．キVPt・プよりSE／S％

S92浬。　N41・45’．　EU6・19’．砲手鈴木正治氏・（電

気smaにfMeした4田敦授の手記より）
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．イ。効弦醐きはじめてより鯛す・までの7－・の変化糀が写眞左より右

．見、。、．アー，麟もつ昧のよう・傑婦をと・て・碗気嘔1嚇謝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’スタンプ銅粉　；　成型圧JJ　3　ton〆㎝孔嶢結時間1Hr・倍率X　4eo

璽

300℃ 500℃

，

　　　　　　　　　　　　　700℃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　900°C

eza・：よる工業的生敵於て馴嚇・・異ると成品の性質が異つてくる二とh・大きい問題となつているが．澱鏡騰の観察はそのfi

因の研究に役立つものと思われる。第1～4因は電解銅の粉末の．第5－8図はスタンプ銅の粉末の嶢結過程を示したもので組織の上

に大きい差異が見られる。電解鋼の結晶粒が大きいのに反しスタンプ銅はきわめて徴細で温度の上昇と共に著しい再結品の進行を見せ
900．℃でははとftど一一般製法1二よる銅の岨織と異ならない。このことは強い加－変形を受けているスタンプ銅粉において再結晶による

境桔の進行bt普しいことを物語つている。
‘研磨は」メリー紙を用いずパフだけで仕上げる。腐蝕液；塩化第二銀溶液。時間10秒）　（冶金・原　善四郎）
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臭化銀結晶の

顯微鏡写眞

　写眞見剤の感光王俸てあ6晃化銀結昌
を贋徴蹴写蕪で見るといろいろ画向t’fi
が現われろ。左の昏国に特溺‘二大き鳳・夷

化銀の結晶セつ（晦鰍影したものである。
　fi）は饗化銀結晶の現像繭．②は同じ結

晶に現像液を湊下して麗像した綾のもの
で．図のような．梯形及び3角形の結晶

はもつ上』葺逝のものであ6e搬繭の
3角形の結晶の上鶴及び．F辺t；uaの磯
があ6が，．堤偉†る乏そこから離れてき

てい6の解見える。
　③は現像前．④は同じ轄晶の嫌後で
ある、こういう6角形の結贔はよく現わ
れるが③のように縁取つて見iるのは．

2つ弔らな結晶が重なつたのか．または
ピラミッドの上がないのか判らない。そ

れにもましt．現像後6角形の1つ量きに
黒化してい6のは大変面臼《字面像Pt岨
合さつたのカ・も類れない。』 @Ω
　⑤には上に逮べた6角形や3角形の結
晶が避つていら。上の6角形をきらに⑤
に拡大したが．現像後このような点々を

持つものttza縄色に見え．下の3A形の
よう‘二も「つと一繭黒いもσ，‘よ黒葉色‘：見

える．，これらの蓮いの原閃は未だ不明で．

今後位梱革量微鏡や電f順徽鏡で碍究し
て見たい。　（応化・菊池興一｝


